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化学物質過敏症患者の症状に関与する室内空気中化学物質の検索（第3報＊）
　　　　　　　　　　　　　　一札幌市西区在住の女性の事例一
Survey　of　Indoor　Air　Chemicals　Related　to　the　Symptoms
of　a　Patient　with　Multiple　Chemical　Sensitivity（Part　III）
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武内　伸治 小島　弘幸 小林 智 高橋　哲夫
Shinji　TAKEucHI，　Hiroyuki　KoJIMA，　Satoshi　KoBAYAsHI　and　Tetsuo　TAKAHAsHI
　Multiple　chemical　sensitivity（MCS）patients　have　an　acute　hypersensitivity　to　specific　chemicals
even　at　very　low　concentrations．　Therefore，　it　is　difficult　to　clarify　the　chemicals　relating　to　MCS
symptoms．　In　order　to　find　out　the　chemical（s）that　induce　the　symptoms　of　a　woman　patient　living
in　Sapporo　City，　we　compared　the　concentrations　of　chemicals　in　indQor　air　of　house　A　where　her
symptoms　had　appeared，　to　those　in　house　B　where　her　symptoms　had　been　improved．
　Of　the　75　chemicals　surveyed，　the　7　compounds（α一pinene，β一pinene，2－ethy1－1－hexano1，2一（2－
butoxyethoxy）etharlol，　texanol（2，2，4－trimethyl－1，3－pentanedio11－monoisobutylate），　diethylhexyl
phthalate，　and　bornyl　acetate）were　detected　in　the　house　A　over　two－fold　higher　concentrations　than
in　the　house　B．　This　result　suggests　that，　these　7　chemicals　Inay　relate　to　the　cause（s）of　MCS
symptom夢of　this　patient．　Thus，　it　is　important　to　survey　extensively　the　chemicals　possibly
responsible　for　the　hypersensitive　reactions　of　each　MCS　patient，　although　the　mechanism　inducing
MCS　symptoms　is　still　obscure．
Key　words：multiple　chemical　sensitivity（MCS，化学物質過敏症）；volatile　organic　compounds
　　　　　（VOCs，揮発性有機化合物）；semi　volatile　organic　compounds（SVOCs，半揮発性有機
　　　　　化合物）；indoor　air（室内空気）
目 的
　化学物質過敏症（MCS）は，大量の化学物質に曝露，
あるいは少量の化学物質に長期間反復曝露されて発症する
と考えられている1）．MCSを発症する．と，きわめて微量
の化学物質の曝露：でも全身的で多岐にわたる症状（自律神
経系の不定愁訴，精神神経症状，アレルギー，呼吸，消化
器，免疫，内分泌，感覚器，運動系症状）を発現する2　5）．
MCSの発症メカニズムは明らかでなく，統一された診断
法や治療法は未だ確立されていない6）．日本における
MCSの診断では，北里研究所病院の坂部ら7）によって独
自に診断基準が設けられている．しかしながら，原因物質
を特定するには化学物質等を可能な限り除去した環境下
（クリーンルーム）での負荷試験が必要となり，一部の病
院において限られた化学物質についてのみ確定診断が行わ
れているのが現状である．
＊第1報：道衛研所報，54，31（2004）
第2報1道衛研所報，55，7（2005）
　室内空気中には，住宅に使用される建材，家具，化粧品，
防虫剤，芳香剤，各種洗剤などに由来する様々な化学物質
が存在する．MCS患者の多くは極微量の化学物質でも症
状が誘発されることから化学物質を極力避ける傾向があり，
患者が症状を訴える居室の化学物質濃度を測定しても全般
的に濃度が低い場合が多い．また，反応する化学物質の種
類や量が患者によって様々であることから8），発症の原因
物質を特定することは容易ではない．これまで我々は，
MCS患者が症状を訴える居室と症状を訴えない居室の双
方の室内空気中の化学物質を測定し，それらの居室問の濃
度を比較することにより，個々の患者についてMCS症状
に関与する可能性が疑われる化学物質をリストアップして
報告してきた9・10）．
　今回は，15年忌前にMCSを発症し現在も症状に苦し
んでいる札幌市西区在住の50歳代の女性について調査を
行った．この患者は現在も当時と同じ住宅（住居A）に空
気清浄機を使用しながら居住し続けており，症状が重い場
合には親類宅（住居B）を避難先として利用してきた．そ
こで，住居Aと住居Bそれぞれの室内空気中化学物質の測
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定を行い，このMCS患者の症状発現への関与が疑われる
化学物質の探索を試みた結果，いくつかの有用な知見が得
られたので報告する．
　　　　　　　　　方　　　　　法
1．試薬及び器材
　試薬及び器材は既報10）とほぼ同様のものを使用したが，
以下に今回変更した点を述べる．揮発性有機化合物
（VOCs）標準溶液はシグマ社製室内大気分析用標準試薬
（52成分，1，000ppm）を，既報10）で述べた100　ppmの標
準試薬と共に用いた．VOCsの捕集にはジーエルサイエン
ス社製　SP208－100Dua1ポンプを用いた．
2．測定対象住宅
1）住居A
　　所在地：札幌市西区，住宅形式：戸建住宅，築年数：
　27年，換気方式：自然換気
2）住居B
　　所在地：札幌市西区，住宅形式：戸建住宅，築年数：
　！7年，換気方式：自然換気
　　Table　1に，住居A，　Bの空気採取を行った日時と温
　湿度を記した．
3．ホルムアルデヒド及びアセトアルデヒドの定量
　　（DNPH法）11）
　ホルムアルデヒド及びアセトアルデヒドの測定は既報10）
と同様に行ったので，以下に概略を述べる．ポンプにジニ
トロフェニルヒドラジン（DNPH）カートリッジ，オゾ
ンスクラバーを接続し，1L／rninで30分間室内空気を吸
引した．DNPHカートリッジからアセトニトリル5mし
でアルデヒド誘導体を溶出し，C、8逆相系カラムを装着し
たHPLCを用い，　UV検出波長を360　nmとして測定を
行った．
4．VOCsの定量（加熱脱着法）
　VOCsの測定は既報10）と同様に行ったので以下に概略
を述べる．SP208－100Dua1ポンプに空気捕集管’2）を接続
し，室内空気を100mL／minで30分間吸引した．捕集管
に吸着したVOCsを加熱脱着GC／MS法により定量を
SIMモードで行った（定量イオンと参照イオンはTable
2に示した）．
　分析機器など定量条件を既報1。）から変更したので以下
に詳細を記す．
　加熱脱着装置：パーキンエルマー社製Turbo　Matrix
650，付GC／MS装置：島津製作所製GCMS－QP2010，
二七管脱着温度：300℃，スプリット比：10％，捕集管脱
着時問：10min，コールドトラップ温度：25℃，コールド
Table　2　Target　lons　and　Monitor　lons　of
　　　　Volatiie　Organic　Compounds（VOCs）
Compound Quantitated　Monitoredion　（解／2）　　　　　ion　（彫／9）
Table　l　Sampling　Date　and　Indoor　Air　Conditions
　　　　in　House　A　and　House　B
House　A House　B
（Sampling　date）
Sampling　room
（Mar．26，2007）（Apr．16，2007）
1FLR　2FBR　　　IFJR
Room　temperature（℃）　　　！8．7　　17．5
（average　value　of　21h）
Room　humidity（％）　　　　　42　　　57
（average　value　of　21h）
Starting　time　of　sampling　14：25　14：34
14．
51
14：12
LR：Living　room，　BR：Bed　room，　JR：Japanese－style　room
Ethanol
Isopropanol
Acetone
Dichloromethane
Propanol
フ¢一Hexane
Methylethylketone
Ethyl　acetate
Chloroform
1，1，1－Trichloroethane
Carbon　tetrachloride
！－Butanol
Benzene
％一Heptane
Trichloroethylene
Methylisobutylketone
フz－Octane
Toluene
Tetrachloroethylene
Butyl　acetate
％一Nonane
Ethylbenzene
魏／ρ一Xylene
o－Xylene
Styrene
α一Pinene
％一Decane
〃z／ヵ一Ethyltoluene
1β，5－Trimethylbenzene
β一Pinene
o－Ethyltoluene
！，2，4－Trimethylbenzerie
Lirnonene
1，2，3－Trime hylberユzene
ρ一Dichlorobenzene
％一Undecane
！－Nonana1
1，2，4，5－Tetramethylbenzene
％一Dodecane
1－Decana1
％一Tridecane
％一Tetradecane
％一Pentadecane
ヂz二Hexadecane
45
45
43
84
42
57
43
43
83
97
117
56
78
43
130
43
85
91
！66
43
43
91
91
91
104
93
57
105
105
93
105
105
68
105
146
57
57
119
57
57
57
57
57
57
一30一
トラップ脱着温度：300℃，コールドトラップ脱着時間：
30min，キャピラリーカラム：Rtx－Volatile（0．25　mm
i．d．×60　m，膜厚1mm），イオン源温度：200QC，イン
ターフェース温度：250。C，キャリアーガス：He　120　kPa，
イオン化法：EI，カラム昇温条件：40℃（10　min）→
4。C／min→100℃→8℃／min→280℃（2．5min）．
5．SVOCsの定量’3・14）
　SVOCsの測定は既報10）と同様に行ったので，以下に概
略を述べる．ろ紙ホルダーに，1段目にガラスフィルター
ディスク，2段目及び3段目にC、8ディスクを装着し，ポ
ンプに接続し10L／minで室内空気を吸引した．空気採取
時間は24時間を目安としたが，居住者の都合に合わせて
調整を行った．各住居における各部屋の空気吸引時間（空
気吸引量）を以下に示す．住居A：居間；20時間50分
（12．48m3），寝室；20時間46分（12．43m3）．住居B：
和室；20時間52分（12．52m3）．
　固相ディスクからの吸着物の抽出は，アセトン10mL
を用い，クリセンーd12を内部標準として添加し，20分間
超音波処理した．溶液を別の試験管に移し，遠心分離
（3，500rpm）を10分間行い，上澄を別の試験管で1mし
に減圧濃縮しGC／MSによりSIMモードで定量を行った．
なお，1段目のガラスフィルターディスク及び2，3段目
のC、8ディスクの分析は別々に行い，それらの定量値の総
計から個々の化学物質の室内空気中濃度を算出した．
結 果
Table　3　Concentrations　of　VOCs　in　indoor　Air　of
　　　　House　A　and　House　B　　　　　　　　（μg／m3）
Compound House　A　House　B　Japanese1F　LR　2F　BR　IF　JR　guideline
1．住居AとBにおけるアルデヒド類を含むVOC類濃度
　　の比較
　Table　3に，住居A及び住居Bの室内空気中における
VOCs　48物質の測定結果を示した．全体的に住居Bの方
が住居AよりもVOCsの濃度が高かったが，指針値が設
定された物質（トルエン，キシレン，エチルベンゼン，ス
チレン，パラジクロロベンゼン）については両方の住宅で
指針値15）を大きく下回っていた．アルデヒド類では，ホ
ルムアルデヒドが住居A及び住居B共に同程度の濃度で
あったが，アセトアルデヒドは住居Bの方が住居Aよりも
濃度が2倍以上高かった（Table　3）．一方，α一ピネンと
β一ピネンは住居Aの方が居間と寝室の両部屋で住居Bよ
りも濃度が高く，リモネンは住居Aの居間で住居Bよりも
濃度が高かった．また，住居Aの居間と寝室では居間の方
がVOCsの合計値が高かったが，特にエタノールと灯油
成分であるアルカン類の寄与が大きかった（Table　3）．
2．住居AとBにおけるSVOCs濃度の比較
　Fig．1に住居A（居間）及び住居B（和室）の室内空気
中化学物質のGC／MSクロマトグラムを示した．住居A，
住居B共に灯油由来と考えられるアルカン類に特徴的な
ピークが見られた．住居Aでは，酢酸ボルニル及びテキサ
ノール（2，2，4一トリメチルー1，3一ペンタンジオール1一モノ
イソブチレート）のピークが認められ，住居Bではメン
トールのピークが特徴的に認められた．
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
！8
19
20
21
22
23
24
25，26彫／ρ一Xylene
27
28
29
30
31β2〃2／ρ一Ethyltoluene
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
Forrnaldehyde　　　　　　　29．0＊
Acetaldehyde　　　　　　　34．3
Ethano1　　　　　　　　　　　176．1
Acetone　　　　　　　　　　30．8
1soPropanol　　　　　　　　　　　n．d．
Dichloromethane　　　　n．d．
Propanol　　　　　　　　　　　　n．d．
η一Hexane　　　　　　　　n．d．
Methylethylketone　　　n．d．
Ethyl　acetate　　　　　　　　　13
Chloroform　　　　　　　　n．d．
1，1，1－Trichloroethane　　　n．d．
Carbon　tetrachloride　　　　n．d．
1－Butanol　　　　　　　　　　L6
Benzene　　　　　　　　　　　1．9
π一Heptane　　　　　　　　　　　　　3．6
Trichloroethylene　　　　　n．d．
Methylisobutylketone　　2．0
η一〇ctane　　　　　　　　　　　　　　　8．1
Toluene　　　　　　　　　　8．8
Tetrachloroethylene　　　n，d．
Butyl　acetate　　　　　　　　r1．d．
η一Nonane　　　　　　　　17．6
Ethylberlzene　　　　　　　　　3ユ
　　　　　　　　　　　　8，5
0－Xylene　　　　　　　　　　5．O
Styrene　　　　　　　　　　　　　　　1．1
α一Pinene　　　　　　　　　　　7．9
％一Decane　　　　　　　　　18．3
　　　　　　　　　　　　8．5
1，3，5－Trimethylbenzene　　　2．6
β一Pinene　　　　　　　　　　　　昼エ
。－Ethyltoluene　　　　　　　　3．9
1，2，4－Trimethylbenzene　　　　8．6
（十）一Limonene　　　　　　60．4
1，2β一Trirnethylbenzene　　　　2．4
ヵ一Dichlorobenzene　　　　n．d．
η一Urldecane　　　　　　　　13。5
rNonanal　　　　　　　　6．1
1，2，4，5－Tetramethylbenzene　n．d．
多z－Dodecane　　　　　　　　　9．7
1－Decanal　　　　　　　　　　L5
π一Tridecane　　　　　　　　6．5
％一Tetradecane　　　　　　　3．9
銘一Pentadecarle　　　　　　　　2．3
7z－Hexadecane　　　　　　　　　1．7
35．2＊　　36．8＊
17．4　　　81．2
17ユ　1354。5
21．9　　　32．6
n．d．　　6．4
n．d．　　n．d．
n d．　　n．d．
n d．　　2．3
n．d．　　1．7
n．d．　　35．8
n ．　　1．5
n．d．　　n．d，
n．d．　　1．0
1．7　　4．4
0．9　　5．2
1．1　　4．1
n．d．　　n，d，
n．d．　　3．1
2．1　　9．2
3．8　　　96．4　　　260
n．d．　　n．d．
n．d．　　12．0
3．6　24．6
0．9　　　　7．7　　3800
2．3　14．8
1．2　　7．9
n．d．　　　1．3　　　220
エユ　　1．5
3．4　25．2
1．6　16．5
n．d． 　4．7
4．6　　2．8
n．d．　　5，5
1．8 17。5
20。8　　　34．O
n．d．　　4．1
n．d．　　　2．0　　　240
2．6　18．0
5．5　　9．3
n．d．　　1．2
2．1　13．8
0．8　　5．4
1．8　　9．3
0．9　　　　4．6　　　330
n．d．　　1．8
n．d．　　1．7
Total
Tota1（一Ethano1）
470．2　　127．1　1886．6
294．1　　110．0　　532．1
n．d．：＜0．1μg／m3，　LR：Living　room，　BR：Bed　room，　JR：Japanese－
style　room
＊＝revised　by　the　equation　of　temperature（C’＝C×1．09〔2。一t）×100／
　（50十rh），α：Revised　concentration，　C＝Concentration，　t：
　Temperature（℃），　rh：Humidity（％））．
　Concentration　values　of　LR　arld　BR　in　house　A，　which　are　over
　two－fold　higher　than　that　of　JR　in　house　B，　are　urlderlined．
Indoor　air　was　passed　through　to　a　sampling　tube5）at　a　flow　rate
of　100　mL／min　for　30　min（3L）．　The　VOCs　captured　by　the
sampling　tube　were　analyzed　by　GC／MS　with　thermal　desorbing
system．
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Fig．1　Total　lon　Chromatogram　of　the　Extract　from
　　　Sampling－disk　of（A）Living　Room　in　House　A
　　　and（B）Japanese－style　Room　in　House　B
Indoor　air　was　passed　through　to　a　quartz　fiber　filter　disk　for　the
first　stage　and　successive　two　C18　disks　for　the　second　and　third
stage　at　a　flow　rate　of　10　L／min　fQr　20．9　h（12．5　m3）．　The　SVOCs
captured　by　the　forward　C18　disk　were　extracted　with　acetone，
and　subjected　to　GC／MS．
雫DMCPS　l　DecamethylcyclQpentasiloxane
　Table　4に，住居A，　BのSVOCsの測定結果を示した．
検：出されたSVOCsの室内空気中濃度は，アルデヒド類や
VOCsの濃度レベルよりも全体的に低く，指針値が設定さ
れている物質（フェノブカルブ，ダイアジノン，フタル酸
ジブチル，クロルピリホス，フタル酸ジエチルヘキシル）
については検出限界以下あるいは指針値15）を大きく下
回っていた．住居Aの方が避難先の住居BよりもSVOCs
総量が高かったが，中でも2一エチルー1一ヘキサノール，
2一（2一ブトキシエトキシ）エタノール，テキサノール，ブタ
，ル酸ジエチルヘキシル，酢酸ボルニルなどの寄与が大き
かった（Table　4）．特に酢酸ボルニルは住居Aの居間で
のみ検出され，住居Aの居間におけるSVOCs総量の約6
割を占めていた．また，2一（2一ブトキシエトキシ）エタノー
ル及びフタル酸ジイソブチルは，住居Aの寝室で住居Bよ
りも高い濃度で検出された．
　測定した75物質の内，多くの化学物質が住居Bで濃度
が高かったものの，7物質（Fig．2）が住居Aの方が住居
Bよりも2倍以上の濃度で検：出された（Tables　3，4）．
考 察
　MCSの発症機序は未だ解明されていないが，これまで
我々は個々のMCS患者が特定の化学物質に反応している
との想定の下に室内空気質の調査を行っている9・10）．本事
例の50歳代の女性は15年前に体調を崩したが，当時この
女性宅の隣家の床下に処理されたシロアリ防除剤がその原
因として疑われた．その後この女性は，国内のMCS診断
対応病院でMCSと診断されている．このMCS患者は，
現在も当時と同じ住宅で異臭を感じてMCS症状に苦しん
でおり，活性炭マスクの着用や空気清浄機等の利用を余儀
なくされている．さらに，症状が重い場合には市内の親類
宅に避難することもある．
　今回我々は，MCS患者宅である住居Aにおいて，居住
時間の多い1階居間と2階寝室を測定したところ，シック
ハウス症で問題となるホルムアルデヒドやトルエンなど，
厚生労働省の指針値ユ5）が設定されているVOCs濃度は低
レベルであり，その他の化学物質も総じて低い濃度であっ
た．さらに，本事例の原因と疑われたシロアリ駆除剤の成
分である殺虫剤クロルピリホスと抗菌剤IF－10⑪0も検出
されなかった．また，14畳の居間と6畳の寝室を比較す
ると，寝室の方が全体的に化学物質の濃度が低レベルで
あった．こめことは，就寝時に必ず空気清浄機（光触媒方
式）を使用しているため，居間に比べて狭い寝室の方が機
械の効果により化学物質の濃度が全体に低下していた可能
性などが考えられる．一方，避難先である住居Bにおいて
は，患者のMCS症状に反して，住居Bの方が住居Aより
も室内空気中のVOCs濃度が高い傾向が認められた
（Table　3）．この理由としては，　MCS患者は健常者より
も化学物質を避ける傾向が強いため，日頃から室内空気の
換気に気を付け，健常者が居住している住居Bよりも住居
Aの方が室内空気中化学物質が低レベルになったと考えら
れる．一般にMCS患者は極微量の化学物質によって症状
が発現するため，患者宅の室内空気中化学物質を測定して
も低濃度である場合が多い．
　住居Aと住居Bの室内空気中化学物質の濃度をそれぞれ
比較した結果，住居Bの2倍以上の濃度を示した化学物質
は，住居Aの居間では7物質，寝室では2物質が確認され
た（Tables　3，4）．これらの化学物質の中で，住居Aの居
間と寝室のいずれかで濃度が住居Bの2倍を超えたものは，
α一ピネン，β一ピネン，2一エチルー1一ヘキサノール，2一（2一
ブトキシエトキシ）エタノール，テキサノール，フタル酸
ジエチルヘキシル，酢酸ボルニルの7物質（Fig2）で
あった．なお，住居Aの居間と寝室双方で濃度が住居Bの
2倍を超えた化学物質はα一ピネン及び2《2一ブトキシエ
トキシ）エタノールであった．興味あることに，今回見出
された7物質の内4物質（α一ピネン，β一ピネン，2一エチ
ルー1一ヘキサノール，酢酸ボルニル）は，以前の事例1D）で
著者らがリストアップした10物質に含まれていた．
　この中で最も注目すべき物質は，住居Aの1階居間での
SVOCs総量の約6割を占め，2階寝室や住居Bでは検：出
されなかった酢酸ボルニルである．酢酸ボルニルはモミな
どの針葉樹の精油成分に含まれ，松葉臭を有している．酢
酸ボルニルの用途として，浴剤，セッケン，室内芳香剤な
どが挙げられるが，調査時にはこれら発生源の存在は確認
されなかった．
　次に，可塑剤として広く用いられるフタル酸ジエチルへ
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Table　4Concentrations　of　Semi　Volatile　Organic　Compounds（SVOCs）in　lndoor　Air　of　House　A　and　House　B
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（μ9／m3）
Compound House　A House　B1FLR2FBR1FJR LOQ
Japanese
guideline
49　2－Ethy1－1－hexano1
50　Triethyl　phosphate
51　2－Ethyl－1－hexanoic　acid
52　Carnphor
53レMenthone
54L一←）一Mentho1
55　2一（2－Butoxyethoxy）ethano1
56　2－Ethylhexyl　acrylate
57　ρ一札γ’一Butylcyclohexyl　acetate
58　Texano1
59　Dimethy工phthalate
60　Diethyl　phthalate　　　　　　　’
61　Fenobucarb
62　TPDiB
63　Tributyl　phosphate
64　Tris（2－chloroethyl）phosphate
65　N－Butylbenzenesulfonamide
66　Diazinor1
67　1sopropyl　myristate
68　Diisobutyl　phthalate
69　1F－1000
70　S－421
71　Dibutyl　phthalate
72　Chlorpyrifos
73　Di（2－ethylhexyl）adipate
74　Di－2－ethylhexyl　phthalate
75　Bornyl　acetate
9．6
　n．d．
0．93
0．32
　n．d．
0．40
0．014
　n．d．
　nd．
麺
0．026
0．022
　n．d．
0．084
　n．d．
　n．d．
0．037
　n．d．
0．021
0．010
　n．d．
　n．d，
0．24
　n．d．
　11．d．
0．29
塑
0．73
　n．d．
0．028
0．029
0．065
0．048
0．009
　n．d，
　n．d．
0．14
0．019
　n．d．
　n．d．
0．017
0．005
0．026
0．022
　n．d．
0．0ユ0
0．031
　n．d．
　n．d．
0．18
　n．d．
　n．d．
0．06
　n．d．
3．O
　nd．
！．7
1．0
0．40
6．8
　n．d．
　n．d．
0．71
0．86
0．073
0．064
　n．d．
0．34
　n．d．
0．052
0．25
　n．d．
0．1ユ
0．017
　n．d．
　n．d．
0．36
　n．d．
　n．d。
0．07
　n．d．
0．004
0．011
0．010
0．006
0．002
0．002
0．002
0．000
0．007
0．004
0．002
0．002
0．002
0．009
0．004
0．021
’0．001
0．003
0．004
0．001
0．08
0．081
0，021
0．001
0，013
0，01
0．081
0．29
33
220
！　（0．1for　children）
120
Tota1 38．7 1。4 15．8
LR；Living　rooln，　BR：Bed　room，　JR；Japanese－style　room，　LOQ＝Limits　of　quantitation，　TPDiB＝2，2，4－Trimethyl－1，3－pentanediol
diisobutylate
“n，d．”means　not　detectabIe　Qr　the　detected　concentration　is　Iess　than　the　LOQ．　CQncentration　va工ues　of　LR　and　BR　in　house　A，　which
are　over　two－fold　higher　than　that　of　JR　in　house　B，　are　underlined．
Indoor　air　was　passed　through　to　a　quartz　fiber　filter　disk　for　the　first　stage　and　successive　two　C、8　disks　for　the　second　and　third　stage
at　a　flow　rate　of　10　L／min　for　20．8－20．9h（12．4－12．51n3）．　The　SVOCs　captured　by　each　disk　were　extracted　with　acetone　and
analyzed　by　GC／MS，　respectively．
キシルの分解物である2一エチル4一ヘキサノールは，住居
Aの居間では住居Bに壌べ3倍以上の濃度で検出された．
著者らが行った別の事例調査10）でも，原因物質としてリ
ストアップした中に2一エチルー1一ヘキサノールが含まれて
いたが，ある医療機関でその事例の患者に著者らがリスト
アップした数物質の負荷試験を行ったところ，2一エチルー
1一ヘキサノールのMCS症状発現への関与が疑われた16）．
　α一ピネン，β一ピネンは木材の精油成分であることから，
新築住宅から比較的多く検出されるが，今回測定を行った
住居はいずれも築年数が経過しており，その濃度は低いも
のであった．しかしながら，これまでの2つの事例9・10）で
も症状を発現する住宅でα一ピネン，β一ピネンがリスト
アップされていた．
　以上のことから，今後の事例においても酢酸ボルニル，
2一エチルー1一ヘキサノール，α一ピネン，β一ピネンの4物質
について注目する必要がある．
　本事例のMCS患者は，　MCS発症から10年以上経過し
ており，体質的に多種類の化学物質に反応する可能性があ
ると考えられる．従って，指針値の設定された物質15）に
限らず様々な化学物質に留意した調査を行う必要がある．
この患者が最も訴える症状は，健常者には感じない臭いで
ある．一般的にMCS患者の嗅覚は微量な臭い成分に対し
て敏感であるといわれており1η，この患者が嗅覚過敏を呈
している可能性も考えられる．今後も引き続き，個々の
MCS患者についてこのような室内空気質の調査を積み重
ねていくことが必要かつ重要であり，ひいては，このよう
な情報の蓄積がMCSの発症機序の解明と予防に繋がるも
のと考える．
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Fig．2　Structures　of　the　7　Compounds　Detected　over　Two－fold　Higher　Concentrations
　　　in　House　A　than　in　House　B　in　This　Study
要 約
　化学物質過敏症（MCS）患者の発症に関わる原因物質
を探索するため，症状が発現する住居Aと発現しない住居
Bにおいて，室内空気中化学物質75物質の濃度を調査し
て比較検討した．その結果，住居Aで住居Bの2倍以上の
濃度が検出された物質は，α一ピネン，βゼネン，2一エチ
ルー1一ヘキサノール，2一（2一ブトキシエトキシ）エタノール，
テキサノール，フタル酸ジエチルヘキシル，酢酸ボルニル
の7物質であった．特に，酢酸ボルニル，2一エチルー1一ヘ
キサノール，α一ピネン，β一ピネンは，前年10）の事例でも
見出されていた．このような個々のMCS患者における化
学物質の調査は，今後のMCSの発症機序の解明と予防に
繋がると考える．
終りに臨み，本調査研究にご協力頂いた方々に深謝いた
します．
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